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有明海沿岸道路では多彩な姿を見せる橋梁や構造物が建設され、
地域のランドマークとなっています。

有明海沿岸道路をつなぐ代表的な橋梁

有明海沿岸道路出張所
〒８３２-０８２４  福岡県柳川市三橋町藤吉４９５ 　TEL  0944-74-2930(代)

国土交通省　九州地方整備局
福岡国道事務所

有明海沿岸道路
地 域 高 規 格 道 路

Ariake Seashore Highway

国土交通省 九州地方整備局

福岡国道事務所

写真提供：佐賀県観光連盟

有明海沿岸道路開通の効果

　 利便性の向上　～九州佐賀国際空港までの所要時間が短縮～　 利便性の向上　～九州佐賀国際空港までの所要時間が短縮～

　 より安全でより快適に　～並行する一般道の交通が４割減少し、死傷事故件数が３割減少～　 より安全でより快適に　～並行する一般道の交通が４割減少し、死傷事故件数が３割減少～

　九州佐賀国際空港と大牟田市間の所要時間は、
有明海沿岸道路の開通前 ( 国道２０８号等を利用 ) 
では、約９０分でした。平成３２年度に大川東ＩＣ～
大野島ＩＣが開通することにより、所要時間は約半分
 ( 約９０分→約４０分 ) に短縮されます。                                                 

九州佐賀国際空港 大牟田市

開通前

現況

大川東ＩＣ～大野島ＩＣ
開通後

（未整備区間開通時）

現道（国道２０８号等）利用

現道（国道２０８号等）利用 有明海沿岸道路利用

現道利用 有明海沿岸道路利用
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約４０分

約半分に短縮！

▲大牟田市～九州佐賀国際空港の所要時間の変化
※走行速度の考え方
　・事業化前はH17道路交通センサスの混雑時平均速度(km/h)
　・現況はH27道路交通センサスの混雑時平均速度(km/h)
　・開通後はH27道路交通センサス混雑時平均速度(km/h)、
　　ただし有明海沿岸道路(未整備区間)を70km/hで算出

※走行速度の考え方
　・事業化前はH17道路交通センサスの混雑時平均速度(km/h)
　・現況はH27道路交通センサスの混雑時平均速度(km/h)
　・開通後はH27道路交通センサス混雑時平均速度(km/h)、
　　ただし有明海沿岸道路(未整備区間)を70km/hで算出

44分短縮44分短縮

50分短縮50分短縮
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２分

現道利用
２分

２３分２３分

１３分 ２５分２５分

　開通により、並行する一般道の交通が有明海沿岸道路に
転換することにより渋滞が緩和するとともに、死傷事故件数
も減少しています。並行する幹線道路や生活道路が
より安全で快適になることが期待されます。

▲交通状況の変化（比較断面の位置図）

▲有明海沿岸道路と並行一般道路
　の交通分担の変化

▲並行する国道208号の沿線市町村
　における死傷事故件数の変化

資料：交通事故総合分析センター
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 久留米方面佐賀方面

九州佐賀国際空港

資料：佐賀県提供資料

資料：佐賀県提供資料

( 空港駐車場 ( 無料 ))( 空港駐車場 ( 無料 ))
多くの人が自動車で訪れる多くの人が自動車で訪れる

乗降客数は約７８万人まで増加乗降客数は約７８万人まで増加

有明海沿岸道路開通の効果

　 沿線開発が加速　～企業、商業施設等が沿線地域に相次ぎ進出～　 沿線開発が加速　～企業、商業施設等が沿線地域に相次ぎ進出～

　福岡県南部の重要港湾「三池港」との広域物流
ネットワークが強化されることで、物流の効率化が
図られます。その結果、三池港の国際コンテナの
取扱貨物量は、約１０年間で約２３倍までに増え
ています。

　 物流の効率化　～三池港との連携強化により、物流を支援～　 物流の効率化　～三池港との連携強化により、物流を支援～

　有明海沿岸道路の沿線地域では、九州縦貫
自動車道、九州新幹線等のアクセス性も良く、
企業、商業施設、大学等計７２社が新たに
進出・増設しています。

九

州

新

幹

線

九

州

新

幹

線

八女IC八女IC

みやま柳川ICみやま柳川IC

208208

208208

福岡県福岡県

佐
賀
県

佐
賀
県

熊本県熊本県

あ ら お

荒尾市
あ ら お

荒尾市

お  お  む  た

大牟田市
お  お  む  た

大牟田市

みやま市みやま市

やながわ

柳川市
やながわ

柳川市

おおかわ

大川市
おおかわ

大川市

ち く ご

筑後市
ち く ご

筑後市

お お き ま ち

大木町
お お き ま ち

大木町

1010

５５

２２

２２

２２

７７

２２

４４

１１１１

１１

１１

１１

１１
１１

１１

１１ １１

１１１１

１１

１１

１１

１１
１１

１１

１１

33

１１ １１

１１

１１

１１

１１
１１

22 １１

１１

み い け こ う

三池港IC
み い け こ う

三池港IC

お お む た

大牟田IC
お お む た

大牟田IC

けんろう

健老IC
けんろう

健老IC

くろさき

黒崎IC
くろさき

黒崎IC

た か た

高田IC
た か た

高田IC

やまとみなみ

大和南IC
やまとみなみ

大和南IC

や ま と き た

大和北IC
や ま と き た

大和北IC

（仮）（仮）

とくます

徳益IC
とくます

徳益IC

みつはし

三橋IC
みつはし

三橋IC

お お む た き た

大牟田北IC
お お む た き た

大牟田北IC

や
な
が
わ
ひ
が
し

柳
川
東
Ｉ
Ｃ

や
な
が
わ
ひ
が
し

柳
川
東
Ｉ
Ｃ

や
な
が
わ
に
し

柳
川
西
Ｉ
Ｃ

や
な
が
わ
に
し

柳
川
西
Ｉ
Ｃお

お
か
わ
ひ
が
し

大
川
東
Ｉ
Ｃ

お
お
か
わ
ひ
が
し

大
川
東
Ｉ
Ｃ

お
お
か
わ
ち
ゅ
う
お
う

大
川
中
央
Ｉ
Ｃ

お
お
か
わ
ち
ゅ
う
お
う

大
川
中
央
Ｉ
Ｃ

お
お
の
し
ま

大
野
島
Ｉ
Ｃ

お
お
の
し
ま

大
野
島
Ｉ
Ｃ

も
ろ
ど
み

諸
富
Ｉ
Ｃ

も
ろ
ど
み

諸
富
Ｉ
Ｃ

（仮）（仮）
か
わ
そ
え

川
副
Ｉ
Ｃ

か
わ
そ
え

川
副
Ｉ
Ｃ

重要港湾
三池港
重要港湾
三池港

九州佐賀
国際空港
九州佐賀
国際空港

ＮＮ

１１
１１

１１

22

立地企業・工業団地 (４５)
商業施設等　　　　 (２５)
大学、医療施設　　 (　２)
　　　　　　　　合計７２

有明海沿岸道路の開通（H20年）以降
に立地(進出)・増設した企業等

有明海沿岸道路
開通済区間
今回開通箇所
事業中区間
調査中区間

[平成３０年４月時点]
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▲有明海沿岸道路沿線地域の企業等の進出状況
資料：各自治体産業振興課等（H30.3月末現在）

▲有明海沿岸道路沿線地域の企業等の進出状況推移

資料：各自治体産業振興課等（H30.3月末現在）

▲三池港国際コンテナ貨物量の推移
資料：福岡県提供資料
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輸入 輸出 有明海沿岸道路の開通延長

釜山航路
就航

約１０年間で

約２３倍

週２便化

上海航路
就航

写真提供：博多港湾・空港整備事務所

健老ICと大牟田エコタウン
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「この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の５万分１地形図を複製したものである。（承認番号　平29九複、第11号）」
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三池港ＩＣ

お お む た き た

大牟田北ＩＣ

く ろ さ き

黒崎ＩＣ

け ん ろ う

健老ＩＣ

た か た

高田ＩＣ

と く ま す

徳益ＩＣ

み つ は し

三橋ＩＣ

や な が わ に し

柳川西ＩＣ

やながわひがし

柳川東ＩＣ

おおかわひがし

大川東ＩＣ

お お の し ま

大野島ＩＣ

おおかわちゅうおう

大川中央ＩＣ

　有明海沿岸道路は、「無料の自動車専用道路区間」 と一般道区間を含めた総延長25.7kmが連続して通行可能になり、

大牟田～大川間のネットワークが強化されました。

　将来的には九州横断自動車道路などと連結し、九州の広域交通ネットワークの一翼を担う地域高規格道路として

機能することとなります。

　また、有明海沿岸道路は、沿線都市間の交流促進や三池港等の広域交通拠点へのアクセス性向上によって「地域の発展」を

支援し、更には、一般道路の混雑緩和や安全性向上によって「生活の利便性向上」にも寄与する道路です。

事業の経緯

地域高規格道路とは？

道路規格等

有明海沿岸道路の概要

　地域高規格道路は、高規格幹線道路を補完し、地域の自立的発展や地域間の連携を支える道路として
整備することが望ましい路線です。

道路規格

事業区間

延　　長

設計速度

道路幅員

車 線 数

大牟田高田道路

（自）大牟田市新港町 ～（至）みやま市高田町黒崎開 4車線

V=80km/h第1種 3級

20.5m8.6km

道路規格

事業区間

延　　長

設計速度

道路幅員

車 線 数 4車線

V=80km/h第1種 3級

20.5m8.9km

道路規格

事業区間

延　　長

設計速度

道路幅員

車 線 数 4車線

V=80km/h第1種 3級

20.5m10.0km

道路規格

事業区間

延　　長

設計速度

道路幅員

車 線 数 4車線

V=80km/h第1種 3級

20.5m9.0km

高田大和バイパス

（自）みやま市高田町黒崎開 ～（至）柳川市大和町徳益

大川バイパス

（自）柳川市大和町徳益 ～（至）大川市大野島

大川佐賀道路

（自）大川市大野島 ～（至）佐賀市嘉瀬町

 
有 明 海 沿 岸 道 路 事 業有 明 海 沿 岸 道 路 事 業年　度年　度

大牟田高田道路 Ｌ＝8.6㎞高田大和バイパス Ｌ＝8.9㎞大川バイパス Ｌ＝10.0㎞大川佐賀道路 Ｌ＝9.0㎞
事 業 化 　
用 地 着 手昭和６３年度

平成１０年度

平成１１年度
平成１２年度
平成１３年度
平成１４年度

平成１９年度

平成２０年度

平成２３年度

平成２４年度

平成２7年度

平成 ５ 年度
平成 ７ 年度
平成 ９ 年度

整 備 区 間に指 定
整 備 区 間に指 定

事 業 化

事 業 化
用 地 着 手

部 分 開 通 ( 自 専 部 L = 1 2 . 2 k m 、一 般 部 L = 9 . 6 k m  ）

高田IC～大和南IC
L=2.0㎞(自専部2/4)
開通

路 線 測 量・地 質 調 査 に 着 手
大 野 島 I C ～ ( 仮 ) 諸 富 I C  約 2 k m
(仮)諸富IC 約2km～(仮)嘉瀬南IC付近 約3km

大和南IC～徳益IC
L=3.2㎞(自専部2/4)
開通

用 地 買 収 着 手

工 事 着 手

平成２９年度
徳益IC～柳川西IC
L=4.5㎞(自専部2/4)
開通

三池港IC～大牟田IC
L=1.9㎞(自専部2/4)
開通

大牟田IC～黒崎IC
L=6.7㎞（自専部2/4）

都 市 計 画 決 定
環境影響評価書の公告縦覧

黒崎IC～高田IC
L=3.1㎞(自専部2/4)
大和南IC～徳益交差点
L=3.8㎞(一般部)

徳益交差点～柳川西IC
L=3.9㎞(一般部）
柳川西IC～大川東IC
L=2.4㎞（自専部2/4）
大川東IC～大川中央IC
L=1.9㎞(一般部)

用 地 着 手 　
整 備 区 間に指 定（ 3 ㎞ ）

都 市 計 画 決 定都 市 計 画 決 定整 備 区 間に指 定（ 7 ㎞ ）
都 市 計 画 決 定

工 事 着 手工 事 着 手事 業 化（ 延 伸 分 ）整 備 区 間に指 定
事 業 化

工 事 着 手

佐賀道路（佐賀県施工区間）

Ｌ＝４．２km

Ｌ＝約１０．５km

上
宮
永
町


